
近
代
語
資
料
と
し
て
の
「
真
景
累
ヶ
淵
」
「
緑
林
門
松
竹
」

増
　
井
　
典
　
夫

一、

ﾍ
じ
め
に

　
近
代
語
の
研
究
を
日
本
語
史
研
究
の
一
環
と
考
え
、
記
述
を
進
め
て
い
く
に
は
、
近
世
か
ら
明
治
へ
の
口
語
の
流
れ
を
、
無
理
な
く
記
述
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
き
た
が
、
現
実
に
は
明
治
初
期
の
、
特
に
口
語
資
料
が
数
量
の
点
で
十
分
に
あ
る
と
は
言
え
ず
、

そ
の
時
期
の
記
述
に
は
難
し
い
点
が
あ
る
。
ま
た
、
明
治
期
の
資
料
の
扱
い
や
分
析
の
手
法
な
ど
で
、
研
究
に
つ
い
て
不
十
分
な
点
も
ま
だ
ま

だ
残
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
今
回
は
三
遊
亭
図
朝
の
落
語
速
記
本
を
取
り
上
げ
、
問
題
の
一
端
に
触
れ
る
。
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A
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
み
る
「
真
景
累
ヶ
淵
」
の
扱
い

　
近
代
語
資
料
と
し
て
の
落
語
速
記
本
で
あ
る
が
、
三
遊
亭
圓
朝
の
「
怪
談
牡
丹
燈
籠
」
に
つ
い
て
の
み
は
、
資
料
性
の
研
究
と
認
識
が
か
な

り
な
さ
れ
て
い
る
が
、
他
の
作
品
に
つ
い
て
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
点
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
特
に
気
に
な
る
の
は
、
「
真
景
累
ヶ
淵
」
と
い
う
作
品
の
扱
い
で
あ
る
。



　
落
語
速
記
本
の
刊
行
は
明
治
一
七
（
1
8
8
4
）
年
七
月
の
「
怪
談
牡
丹
燈
籠
」
が
初
め
て
で
あ
る
。
逆
に
言
う
と
、
「
明
治
一
七
年
以
前
の

資
料
と
、
し
て
扱
え
る
も
の
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
の
記
述
を
み
る
と
、
「
初
版
」
（
1
9
7
2
年
1
2
月
）
で
の
「
主
要
出
典
一
覧
」
で
は
「
真
景
累
ヶ
淵
」

は
、

一
八
六
九
年
初
演

と
し
て
い
る
。
（
1
8
6
9
年
1
1
明
治
二
年
）

　
こ
の
年
、
そ
れ
ま
で
の
「
道
具
噺
」
か
ら
「
素
噺
」
に
切
り
替
え
て
こ
の
作
品
を
演
じ
始
め
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
記
述
自
体
は
間
違

い
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
（
た
だ
し
、
こ
の
作
品
は
1
8
5
9
年
の
作
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
口
演
自
体
は
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か

ら
初
演
と
い
う
の
は
ど
う
か
）
、
1
8
6
9
年
の
言
語
資
料
と
し
て
残
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
ぐ
、
そ
の
年
の
資
料
と
し
て
扱
え
る
と
い
う
こ
と

で
は
、
全
然
な
い
。

　
一
方
、
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
で
の
『
第
一
巻
　
別
冊
』
（
2
0
0
0
年
1
2
月
）
の
「
主
要
出
典
一
覧
」
及
び
『
別
巻
』
（
2
0
0
2

年
1
2
月
）
の
「
出
典
一
覧
」
で
は
、
「
成
立
年
・
刊
行
年
」
を
、
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一
八
六
九
頃

と
し
て
い
る
。
こ
う
記
述
し
て
し
ま
う
と
、
資
料
の
説
明
と
し
て
は
、
は
な
は
だ
し
く
不
適
切
な
も
の
と
な
る
。

　
さ
て
、
こ
の
「
真
景
累
ヶ
淵
」
の
初
版
本
（
明
治
二
一
・
1
8
8
8
年
五
月
刊
）
に
は
、

■



三
遊
亭
圓
朝
口
述

小
相
英
太
郎
筆
記

と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
は
そ
の
記
述
は
な
い
。
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
が
よ
っ
て
い
る
『
明
治
文
学
全
集
』
に

も
「
揚
小
相
英
太
郎
速
記
」
と
明
記
し
て
あ
る
（
3
3
5
頁
）
の
で
あ
る
が
。
（
怪
談
牡
丹
燈
籠
」
及
び
「
盟
原
多
助
一
代
記
」
に
つ
い
て
は
、

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
は
第
二
版
で
は
、
『
別
冊
』
の
「
主
要
出
典
一
覧
」
に
は
「
円
朝
の
口
演
を
若
林
甜
蔵
が
筆
記
」
と
記
載
し
て
い
る
）
。

　
と
こ
ろ
で
『
明
治
文
学
全
集
』
（
1
9
6
5
年
6
月
刊
）
で
の
「
真
景
累
ヶ
淵
」
の
解
題
（
興
津
要
執
筆
）
を
見
る
と
、

　
『
や
ま
と
新
聞
』
に
連
載
に
な
っ
た
と
云
う
が
、
東
京
大
学
の
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
に
お
い
て
調
査
し
た
限
り
で
は
、
つ
い
に
発
見
で
き

な
か
っ
た
。
ま
た
単
行
本
も
発
見
で
き
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
書
に
お
い
て
も
、
こ
の
作
品
だ
け
は
、
『
圓
朝
全
集
』
（
春
陽
堂
版
）

に
よ
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

と
あ
る
。
こ
の
「
真
景
累
ヶ
淵
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
『
圓
朝
全
集
』
巻
一
は
大
正
一
五
・
1
9
2
6
年
九
月
刊
で
あ
り
、
そ
の
「
真
景
累
ヶ

淵
」
は
明
治
二
五
年
刊
の
単
行
本
に
よ
っ
て
い
る
。
（
『
明
治
文
学
全
集
』
に
収
め
ら
れ
た
他
の
作
品
、
「
怪
談
牡
丹
燈
籠
」
「
盛
原
多
助
一
代
記
」

〈
明
治
一
八
年
一
月
刊
〉
及
び
「
英
國
孝
子
之
傳
」
〈
明
治
一
八
年
七
月
刊
〉
は
初
版
本
、
「
名
人
長
二
」
は
『
中
央
新
聞
』
掲
載
〈
明
治
二
八

年
四
月
～
六
月
〉
分
に
よ
っ
て
い
る
）
。

　
「
や
ま
と
新
聞
」
は
明
治
一
九
年
一
〇
月
七
日
に
創
刊
さ
れ
た
も
の
で
明
治
二
五
年
頃
ま
で
速
記
に
よ
る
圓
朝
落
語
を
掲
載
し
た
。
た
だ
し
、

「
明
治
二
〇
年
八
月
一
日
よ
り
二
一
年
四
月
三
〇
日
ま
で
欠
号
」
と
な
っ
て
い
る
（
東
京
大
学
蔵
『
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
）
』
。
国
立
国
会
図
書

館
蔵
本
で
も
同
様
）
。
こ
の
欠
号
部
分
の
み
、
掲
載
さ
れ
た
作
品
が
確
認
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
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「
予
告
」
か
ら
判
断
す
る
に
、
「
真
景
累
ヶ
淵
」
が
明
治
二
〇
年
の
九
月
よ
り
「
や
ま
と
新
聞
」
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
現
物
が
見
ら
れ
な
い
以
上
、
明
治
二
〇
年
の
資
料
と
し
て
は
扱
い
に
く
く
、
初
版
本
が
刊
行
さ
れ
た
一
二
年
の
資
料
と
し
て
扱
う
べ
き

か
。　

な
お
、
こ
の
当
時
の
落
語
速
記
は
寄
席
で
記
録
し
た
も
の
を
ほ
と
ん
ど
間
を
置
か
ず
、
新
聞
な
ど
に
掲
載
す
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
る
。
実
際
の
所
、
「
真
景
累
ヶ
淵
」
に
は
次
の
よ
う
な
く
だ
り
も
あ
る
。
（
引
用
は
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
が
よ
っ
て
い
る
『
明
治
文
学

全
集
』
に
よ
る
）
。

　
　
　
ち
と
模
様
違
ひ
の
怪
談
話
を
筆
記
致
し
ま
す
る
事
に
な
り
ま
し
て
、
怪
談
話
に
は
取
わ
け
小
相
さ
ん
が
よ
か
ろ
う
と
云
ふ
の
で
ご
ざ
い

　
　
ま
す
が
、
傍
聴
筆
記
で
も
、
怪
談
の
お
話
は
早
く
致
し
ま
す
と
大
き
に
不
都
合
で
も
あ
り
、
又
怪
談
は
ネ
ン
バ
リ
〈
と
、
静
か
に
お
話

　
　
を
す
る
と
、
却
っ
て
怖
い
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
話
を
早
く
致
し
ま
す
と
、
怖
み
を
消
す
と
云
ふ
事
を
仰
し
や
る
方
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
（
二
十
こ

　
小
相
は
若
林
の
門
下
で
あ
り
、
明
治
一
九
年
か
ら
の
「
や
ま
と
新
聞
」
掲
載
作
品
で
の
速
記
で
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
三
、
「
み
た
い
だ
」
の
用
例
に
つ
い
て

　
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
の
第
一
版
に
は
な
く
、
第
二
版
で
「
み
た
い
だ
」
の
例
と
し
て
新
た
に
加
え
ら
れ
た
の
が
「
真
景
累
ヶ
淵
」
（
「
1
8
6

9
頃
」
と
用
例
の
箇
所
に
も
記
さ
れ
て
い
る
）
で
の
例
で
あ
る
。
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お
前
の
や
う
に
子
供
み
た
い
に
あ
ど
け
な
く
つ
ち
や
ア
困
る
ね
。
（
十
九
、
『
明
治
文
学
全
集
』
、
2
3
6
頁
上
段
）

　
こ
れ
を
「
み
た
い
だ
」
の
初
出
例
と
し
て
い
る
の
だ
が
、
同
作
品
の
初
版
本
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
お
前
の
様
に
子
供
み
た
い
に
あ
ど
け
な
く
チ
ヤ
ア
困
る
ね
、
（
初
版
本
、
6
1
頁
）

　
促
音
の
添
加
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
な
お
、
「
み
た
い
だ
」
の
例
と
し
て
原
口
裕
は
、
「
『
み
た
よ
う
だ
』
か
ら
『
み
た
い
だ
』
へ
」
（
静
岡
女
子
大
学
国
文
研
究
7
、
1
9
7
4
年

3
月
）
で
、
巌
谷
小
波
「
五
月
鯉
」
（
明
治
二
一
年
）
の
例
、

　
　
　
オ
ホ
・
…
姉
さ
ん
い
や
だ
、
オ
バ
ア
さ
ん
見
た
い
に
（
第
十
）

を
挙
げ
て
い
る
。
（
こ
の
例
は
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で
は
取
り
上
げ
て
い
な
い
）
。

　
ま
た
、
「
み
た
い
だ
」
が
明
治
二
〇
年
頃
か
ら
の
も
の
だ
と
い
う
こ
と
は
、
原
口
の
他
、
宮
地
幸
一
、
田
島
優
、
田
中
牧
郎
等
複
数
の
研
究
者

が
論
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
四
、
「
緑
林
門
松
竹
」
と
「
や
ま
と
新
聞
」

　
三
遊
亭
圓
朝
の
作
品
で
あ
る
「
緑
林
門
松
竹
」
は
、
「
真
景
累
ヶ
淵
」
同
様
、
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三
遊
亭
圓
朝
口
述

小
相
英
太
郎
筆
記

と
な
っ
て
い
る
作
品
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
「
や
ま
と
新
聞
」

の
創
刊
時
（
明
治
一
九
年
一
〇
月
）
か
ら
明
治
二
〇
年
七
月
ま
で
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
を
確
認
し
て
お
く
。

「
松
の
操
美
人
の
生
埋
」
（
明
治
一
九
・
一
〇
・
七
～
一
九
・
一
二
・
二
）

「
蝦
夷
錦
古
郷
の
家
土
産
」
（
同
一
九
・
一
二
・
三
～
二
〇
・
一
・
一
九
）

「
鶴
殺
疾
刃
庖
刀
」
（
同
二
〇
・
一
・
二
〇
～
二
〇
二
二
・
一
こ

「
月
に
謡
荻
江
の
一
節
」
（
同
二
〇
・
三
・
一
二
～
二
〇
・
六
・
二
五
）

「
敵
討
札
所
の
霊
験
」
（
「
や
ま
と
新
聞
」
に
は
明
治
二
〇
年
六
月
二
六
日
号
か
ら
掲
載
）

九
月
か
と
思
わ
れ
る
）

以
上
の
作
品
は
、
小
相
英
太
郎
筆
記
の
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
「
緑
林
門
松
竹
」
の
初
版
本
の
末
尾
広
告
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

（
完
結
日
は
不
明
だ
が
、
明
治
二
〇
年
の
八
月
か

　
や
ま
と
新
聞
に
て
大
喝
采
を
得
ま
し
た
侠
賊
の
傅
記
に
し
て
同
氏
ハ
其
前
道
具
話
し
で
致
し
ま
し
た
忍
ヶ
岡
義
賊
の
隠
家
と
申
し
た
お

話
し
を
緑
林
門
乃
松
竹
と
外
題
を
改
め
咄
し
の
條
へ
も
飴
程
改
良
を
加
へ
ま
し
て
御
聞
に
（
で
は
な
い
）
御
覧
に
入
升
か
ら
何
卒
御
買
求

を
願
升
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こ
の
記
述
か
ら
み
て
も
、
「
や
ま
と
新
聞
」
に
「
小
相
英
太
郎
筆
記
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
「
緑
林
門
松
竹
」
は
初
版
本
の
刊
行
が
明
治
二
一
年
五
月
で
あ
り
、
「
や
ま
と
新
聞
」
に
は
、
東
京
大
学
の
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
な
ど
で

欠
号
と
な
っ
て
い
る
期
間
に
、
「
真
景
累
ヶ
淵
」
に
続
い
て
明
治
二
一
年
の
一
月
頃
か
ら
四
月
頃
に
掲
載
さ
れ
た
、
と
み
る
の
が
一
番
可
能
性
が

あ
る
と
考
え
る
。

　
次
に
、
欠
号
と
な
っ
て
い
る
部
分
に
続
く
作
品
を
確
認
す
る
が
、
ま
ず
は
「
操
競
女
学
校
」
と
い
う
作
品
で
、
「
や
ま
と
新
聞
」
に
は
明
治
二

一
年
四
月
二
五
日
号
か
ら
六
月
二
二
日
号
ま
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
酒
井
昇
造
の
筆
記
に
よ
る
）
。

　
そ
の
次
に
は
、
「
粟
田
口
雷
笛
竹
」
（
二
一
・
⊥
ハ
・
二
三
～
二
一
・
一
一
・
八
掲
載
）
と
い
う
作
品
が
、
や
は
り
酒
井
昇
造
筆
記
に
よ
っ
て
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
粟
田
口
雷
笛
竹
」
は
、
「
や
ま
と
新
聞
」
掲
載
後
、
間
を
置
か
ず
明
治
二
一
年
一
二
月
に
初
版
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
他
、
次
の
よ
う
な
作
品
が
、
「
や
ま
と
新
聞
」
掲
載
後
に
間
を
置
か
ず
に
単
行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
（
い
ず
れ
も
酒
井
昇
造
の
筆

記
に
よ
る
）
。

「
文
七
元
結
」
（
二
二
・
四
二
二
〇
～
二
二
・
五
・
九
掲
載
）
（
二
二
年
六
月
刊
）

「
福
禄
寿
」
（
二
二
・
五
・
一
〇
～
二
二
・
五
・
一
八
掲
載
）
（
二
二
年
六
月
刊
）

　
こ
の
よ
う
に
、
「
や
ま
と
新
聞
」
に
掲
載
後
、
間
を
置
か
ず
に
す
ぐ
に
単
行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
の
は
普
通
に
あ
っ
た
こ
と
で
あ
り
、

林
門
松
竹
」
も
「
や
ま
と
新
聞
」
掲
載
後
す
ぐ
に
単
行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
と
み
て
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
緑
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五
、
『
圓
朝
全
集
』
の
資
料
性
に
つ
い
て

「
緑
林
門
松
竹
」
は
、
冒
頭
（
い
わ
ゆ
る
「
枕
」
と
し
て
）
、
次
の
よ
う
に
語
り
出
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
た
　
る
　
　
や
ま
　
　
　
　
か
シ
　
　
　
　
　
　
　
う
け
も
ち
　
　
よ
　
せ
　
　
も
ち
ろ
ん
ご
　
ひ
い
き
　
　
　
お
ま
ね
　
　
　
　
か
う
む
　
　
　
　
ざ
し
き
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ん
こ
ふ

　
　
　
　
　
　
　
く
れ

　
わ
た
く
し

　
　
　
　
さ
く
ね
ん

　
圓
朝
は
昨
年
の
暮
は
咽
喉
加
答
爾
の
病
ひ
に
罹
り
ま
し
て
受
持
の
寄
席
は
勿
論
御
贔
屓
で
御
招
き
を
蒙
る
御
座
敷
を
さ
へ
御
断
り
を

申
垣
け
て
塞
を
鍵
す
位
ゐ
ゆ
ゑ
當
新
聞
の
隷
も
．
墜
う
な
く
麗
の
塵
に
以
前
欝
蕪
じ
ま
し
た
辮
天
と
い
ふ
御
鵬
し
を
鱗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
ん
く
わ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
パ
ろ
　
　
　
　
は
う

い
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
　
　
ほ
か
　
　
き
げ
ん
　
　
か
な

致
さ
せ
ま
し
た
虚
殊
の
外
御
機
嫌
に
協
ひ
有
難
い
仕
合
に
ご
ざ
り
ま
し
た
、
未
だ
全
快
に
は
至
り
ま
せ
ん
が
大
に
快
よ
い
方
か
ら
其
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
や
し
か
ど
の
ま
つ
た
け
　
　
げ
だ
い
　
　
あ
ら
た
　
　
　
　
　
　
　
す
ち
　
　
　
　
よ
ほ
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
く
み
ど
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
ぞ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
く
れ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
か

　
だ
う
ぐ
ぱ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
の
ぶ

前
道
具
話
し
で
致
し
ま
し
た
忍
が
岡
義
賊
の
隠
家
と
申
す
お
咄
し
を
初
々
敷
緑
の
林
門
の
松
竹
と
外
題
を
更
め
咄
し
の
條
に
も
飴
程

か
い
り
や
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
き
も

改
良
を
加
へ
ま
し
て
御
聞
に
入
升
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以
上
の
部
分
の
、
初
版
本
と
『
圓
朝
全
集
』
と
の
主
な
校
異
（
句
読
点
の
有
無
等
を
除
く
）
を
示
す
。

④　③②①
御　御　い　圓

初
版
本

お　お　い　私

㌣ξ聖

圓
朝
全
集

二
一カ

所
）



⑲⑱⑰⑯⑮⑭⑬⑫⑪⑩⑨⑧⑦⑥⑤
申
上
け
て

位
ゐ

ひ
ツ
き

よ
ん
ど
こ

揚
う
な
く

ゑ
ん
せ
う

御
咄
し

か
な

協
ひ

未
だ

其お
咄
し

は
つ初

々
敷

更
め

す
ぢ條御

聞
入
升

申
し
上
げ
て

く
ら
ゐ

ひ
つ
き

握
な
く

ゑ
ん
し
や
う

お
話

か
な
ひ

ま
だ

其
の

お
話

初
々
し
く

改
め

す
じ筋お

聞
入
れ
ま
す

一33一



　
わ
ず
か
数
行
の
部
分
に
、
ざ
っ
と
こ
ん
な
校
異
が
認
め
ら
れ
る
。

　
角
川
書
店
か
ら
出
て
い
る
『
三
遊
亭
円
朝
全
集
』
（
1
9
7
5
年
刊
）
の
場
合
な
ど
は
、
「
現
代
か
な
つ
か
い
」
に
「
漢
字
は
新
字
体
」
と
し

て
い
る
の
で
、
一
目
で
明
治
時
代
語
資
料
と
し
て
は
扱
え
な
い
こ
と
が
わ
か
る
が
、
『
圓
朝
全
集
』
の
場
合
も
、
明
治
時
代
語
資
料
と
し
て
は
、

参
考
資
料
と
し
て
し
か
扱
え
な
い
、
と
考
え
た
方
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
『
圓
朝
全
集
』
が
刊
行
さ
れ
た
大
正
末
頃
の
資
料
と
し
て
は
、
活
用
価

値
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
は
思
わ
れ
る
が
。

　
な
お
、
「
咽
喉
カ
タ
ル
」
に
つ
い
て
は
「
真
景
累
ヶ
淵
」
（
八
十
二
）
に
も
、

　
久
し
く
休
み
居
り
ま
し
た
累
ヶ
淵
の
お
話
は
、

課
で
、
（
『
明
治
文
学
全
集
』
3
1
8
頁
）

な
ど
と
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

が
え
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
た
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
　
き

私
も
昨
冬
よ
り
咽
喉
加
答
見
で
さ
つ
ば
り
音
聲
が
出
ま
せ
ん
か
ら
、
寄
席
を
休
む
様
な

こ
の
点
か
ら
も
、
こ
の
「
緑
林
門
松
竹
」
と
い
う
作
品
が
「
真
景
累
ヶ
淵
」
に
続
く
作
品
で
あ
る
こ
と
が
う
か
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六
、
お
わ
り
に

　
先
に
も
触
れ
た
が
、
明
治
初
め
か
ら
一
〇
年
代
頃
ま
で
は
、
な
か
な
か
十
分
な
口
語
資
料
が
見
ら
れ
な
い
時
期
で
あ
る
。
日
本
語
学
に
お
い

て
、
圓
朝
の
速
記
本
の
、
口
演
と
の
乖
離
を
問
題
に
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
な
ん
と
か
、
年
代
的
に
資
料
の
手
薄
な
明
治

初
め
か
ら
一
〇
年
代
頃
の
資
料
と
し
て
圓
朝
速
記
本
を
扱
い
た
い
、
と
い
う
気
持
ち
の
表
れ
か
も
し
れ
な
い
と
も
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
速
記
本
は
速
記
本
で
あ
り
、
圓
朝
速
記
本
も
、
初
出
あ
る
い
は
初
版
本
の
刊
行
時
の
資
料
で
速
記
者
の
手
が
入
っ
た
も
の
、
と
し



て
扱
う
ほ
か
な
い
も
の
と
考
え
る
。
そ
の
点
で
は
、
「
口
演
と
の
乖
離
云
々
」
は
考
慮
の
必
要
が
な
い
も
の
と
私
は
考
え
て
い
る
。
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